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JLの倍近くのRjhtt･示す 抄ち･-1王的に下って瑚
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が成立.しないで脳 性が耕LiZJ

榊 に放てはETm Tンt,のqyZ.tfを氏落す7一班

加1の娘 をt朗柑したが之と同一の群析方法を判和し

てth鎌TンモンEh弧群の撫鹿を■ずることが,l怖 ろが
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拐 捜 爆 発 に 関 す る 研 究

JR和 2･ljlり J13ll5E爪)

JIE 円 弧
()!7;(大41那-エ郎 石火紫朗砕Tm)

第一報 粉tIの浮遊性について

1 持 甘

地 は狸が･tiZろu乃益班満仲･ウ一つ .三関 がなX中
に牡LしてやAqをB波 ｢ろことでもL),も･)一一つの

附 1:は放火漁の辞任でもろ｡扮叫は性等官のなかでも

lSJこ不雌 なものCそのため扮aLの肋且†桝 モ7)

M兜は益IiW Lてin),現在枚◆Li粉炭の荘荘蛙,

町正也2上び嬢昏性の相7i:iBJ純な知るに必¥な一弾 は烏

とlfい｡

tatlの弛 姓は甘等で泊ったti資の他に江免状缶に

放てti千mのatJS.反23の馴AJとf_-7̂1手の貯官tiに

上って党紀されろものであTA ･らA?止状態lこもろ扮ほ

のlltBlは連動克服 にある唖合とはAろものLt･あり帆布
TJ虹のみを以って辞進也をiす,-)ことは山黙''LL.,弼

この地に付ti子のプタウン馳 :あるがこれは松子一).

1IIJl上の各会には蝕I)汚Blでないことから8慨 を帝

成すろま申応分の粒子についてナタウン淵 はi≧り正

平な放火を持たぬものと考えろ｡

11上の見場より附 はCtLu亀反JEの研究に先立ち

試flの拝送性と耶 他 こNして=三の洲 を行

い,若干の玉野な知見を79た｡



JCrFl 辞世鐘崇にLIする耕'jt ･.ナ

皿 t巌の隻Z と方法

鵬 Zの駄援Ll-TIy利巴ZF肋 ;批正の分Zlに朋
いたJA搬 (ATre)tltr刺 izTgmcthd )lこ始る,元

兼句法は8位の分粒i･El的とするものでもろが聡 で

は正Fiなp-T･分冊 三tLl来たいのでもって字ろ和 蛙の
Jf聖に適 していろことは舶す7.i5りであら｡

L lに51丑の特Bを元す｡I)都にもろやtilま妹鼓zk'ン7-に上J)級.3Iされた一定鼓劫の益'Jに 上 JJ埋私さ

れ,一秒は瀞 トして直立yラス℡･I･-d･外し.河芸 Zニ

Oem のTr!上を超えた荘子は袖牡TFCに舛る｡-泣

叫阻技の故山鼓を押出 して浮遊性を?lf

iFする｡糊 による粒

･lQTJ取乱を成るべくとT-にするため汁蛇小1)郡に絶え'r一定の

TT甲類かむ貝え又IJの的称にUルク抑錐Iiを入れる岩

StLII血を元のねtIlこ即すろ怒JL7.でJiわ十時の胡'iiJ

alの｢はらつきJ王扮性の吐私 犯 び玖tに上J)災ろので一般的な軌 土費えFlが謙Ell丘307.以上では士3..I,

謙mJtIつ,'3連で 士 11.'牡牛のせnZL

歪は免LLh,苛 の々El約に封してはこの理性のM現任か

あかは'*倉でもろ｡佃この満塁に上りT3られた浮芯蛙
はJt時の棚 fIに由11のものでFiZ一群fIを鼓

ナJl貯鼓しておくとその浮迄はl沈 早茄のものと殉じではなくなL7h これは厨

El中72手柄史に空化カ:生じていろは でもろ.椴 に用いた鼠丑の.跡 は OS-601mLn で乱立 Bl

鼓也 のhiJrは L-002Cx'txRe-2T州1良

1,汁ltとrの式)でもろから扮也の存在lこ上る乱れ

･{考えてもT相のJ=市でfiNぬ 竣立してしろと考えうち

7王手の話下越か ･Stoke･の式を改為した 0ゞ沌nの式

･十 手J等･3D沖▲一Dz可/;"iL'Ttt､

L'hL)･は別 仝717-の平良とLtEZ.I

,i,,は基3lQ,砧資と比文〕に仕 ～ものとしDゴ-=bS. r=ZCOJ. とし
て計井すると 'ヽ-3･8cz7hSre 又 r'50F. とす,-.と

＼■IO8cmsct:とf=ろ｡ 本tgでは栄位平均n也.I_

48cm ､ecでもJ).身辺の此Eは多 くは 265以1.で

又平群は ISOJJ 1Tであるから,告相 は点棚

7))分合でも既に祭a脚外し細 ることlこなるが.せ扮lこは｣の

排的uLよl)か ･J=大きい凪逆を必打とT-ろDこれは甘臓 付近

では取妙 冊 と執 こなるt=めと,上州 ■J二倍旬;した11千州 JH.tこtW して

火きくTJ-I)沈持すろからでもろ｡

従ってⅦ のtl嘩分梅を転官

的なものと考えIL･7存朝子が夫■

取立に在勤するものとして,ト 定のW Zlには或る J走力BF7

)牡女の宇漣が慕って上井し柑ろJIのとナろ蛇 は吐血LT=L･tDち蛸 法に上つては分相はfJヽ･何 丁甲に軌T的 除去が可琵T_･のみでも

ろこL .分 ろZ.皿 丁生捷Jtttl袈弗の淡al血生榊 C､(肘R

lやEFOEO毒全通 5gを耶.)瓜七0681/m nにて IO分園の謎出女を搾る｡錐の柁I托23PTLこ亙って挽鑑し,榔 Jと坊拝



2Ll.tAE.J･JL-V･BtL 帝に分粒し

たが,これ噂をAl練 で艦 した朗 ⅠはfKh 3OFA以下 l

は 50JA以下 †は7OI一以下と粒杜の分瀬は府行われている

ものと見ることがELl来るがzO/.以下の秋 子

は各部分共1二期昔残っており.牧子の野坂から見ればそ

の軌 ま租IIT上り透かに多い.¢ちこの方淡では正格な粒紛 布のtTq定は詔み

佃た い 37丑3番鐘bHLの浮遊性噛 Ⅰ,2及び共

他の72fk世持上l)｢賦 J_,肋 ､成る見lこよI)77

-iBL付ろ紙 丑な比較することに上って額現の浮遊

性BEを知りiろ｣ことが分つたので,約30嶺の組 を2

CO号以下に毎分し碇放した宍軒各Sどを各邑tでSが胤 山させてそのJtを

押り,R土と注出丘の島やを乗冷た,-その卓見これらの

曲投はAJtを P(Lmltl),謙出生を W

(iih')とすると,}投にtt敦式W-上IPl' (i,1Hiある宅較ト ･(2)

で良く表わされることを知った｡亡託〕定を kは

p-Zにおけら淡出生を炎わすものであるが詑 蛙は

Irに ･Lによっても影菅されるからこ ゝでは 'IXlを

洋空位を推 すろiEのFl安とすら｡その鮒 は (2)式

を紛 した 爪̀'/dp-L･,･EM~lより明かである｡

1万も .- り ミⅠ一一tにおける仕分涜出Bt田ちLil杜氏t相加Lこ上7J抜出Jtの相加を示すもの

Ed 2 であろ,

-3F j2砲許鞍の浮遊性

(ji
_
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花nl 幹也や#I=B2iする野党 Z51

y ZC一与 L捕イこp-)- 22 78 】58 ]97 22 Ⅰ73 38 大(杜 粒 化)

柑 】CL- ｢)p イり'J一一 27 7】 HO I70 28 )32 37 C1

暮T 油 村 ･一一一

18 7 ン ユ タ モ ノ 2CAW /･柵不均一

!9 漣 現 +. ]-4Dp 柵不YIJ-

=つ * 7k7 ダーJ>lt5-2n p 不Y-1-

2! 稚 化 ■I-2)p･p-;-

:2 枚 危 亙 れ 2-EOF･脚 :J-

23 ′ト 辞 抄 5-Lty柵不Y1-

24 半 管 10-33･仰紐y -)-
25 ナ 7 ′ L･ ン 20-70p-fa且

26 で タ ウ ン 億 IC-CCIl不と1-

鵬 王の大ロを胡2に矧 ぎそのl勺rLJも粥について

Io1.,･W-logP 島攻を九 3に-,-it)一

哉2L=見ろ如く鮎紺 で粗l二見技つ1=事1度と雌 法

て･有った紀 tjlとのRilには平行Ⅳ錨は存在しな い.例

には_石51.木紫等は鯉 ･T･を多く含む⊥HLとも,笹粒

子の少い小委や.淵 土等上り並に浮V'y..=t生が大きい ｡

又ある凍りを日はJLJ_r･受けると段.醐 !して大粒とた-

ウiSにはEtmm の肋 に塩生点すJJのを見た (珪頭

土.'Jl薮神 . T y ス2 七ン苛)｡又ナ7グレンの如く塁

にla落してiSに一塊になってしま†ものももろ｡この

巧合は井等が脚 を助.ナていろものとErr.われろ.

3 と⊥u A_こ⊥⊥且..ユ

.

.

.
A

-

.

4

6

.

.

-

I

6



めのiR.?比と比t交した新円<のこ蘇 及̂びJ31こ71p.した

如 く浮愁性の火きい攻分 (鵬 白｣.)のガが昔干多l

約台て琵Jllしてい･-J.こq)ql台地 巾の比良的Ilt=Ti

子の渦 にll土の惣fil75'･付帯して弧 十･-.た/V.罪

遊性dT減少T,--ものと且TJことか川来ろ.

･Xに須qtに掛 TJL･JLウ上.x2鞍を古址の軒分に,

温 F.色ホむ.涌TT,山頂.及び鰍 77 -AFt'_,夫

A50,;況frLた時の謙Zu唖≠●,''-fL丑 l'-4hun

に於て瀬 した所■5に77:す輪'l!!.,,f'Jた,fLHLSにEI

也Fl土と浦Iiの符塩混合袖及び放任rl上と(1勾土の

5g'.'iR/ul柑こ耽てのVLをt.示した】t･J見当Lの評者ttに空I

するiS加持T,邦fm JJ!'_,Ji与について見ると,77己性

を方しく初口する一一軒の粉也と放り抑榔 !?)無い一

打とがも,-.,ことが分ろ】

eib稚 tin ことには捜Jの′JL･-1にも Tろ切fL同

.1gのi足分粒の潤 曲規''r派 した帖Du<古に′rTTinく

5,壬 へ せ れ 針 ^-.1.C.一旦; :,

I

ー~ k 令 Tこぶ ■

円 5

6 三｣ゝ… 且

∴ ∵■

｣ → ⊥ ｣ユ

中央苛で良人f_{持ち,紬鑑H近て短小を持つ寸書Aなti

状を元号ナことセ放った.aMl血巾TA･I日)は三cc妻
荘S･♯筋のE勺に払った帯分,同 (l L三枚に適った弟

分で (I)のJJF･惣tZlセ多く含I.でいろ 位ITAバ

ークエー;呈瀬cL土塊人のfこいmb･1.曲IryはたlJ･, こ

州 '_TJL,I･Lクエが比較的blr_tl子を多く含むLSであ

ろうと皿わLL･乙.

か くの如 く=嘘分帝の浮故In良は涌b･lL轍 状ハ

ものとrfl火で輔人々待つ1のと=岨Mも7JCこの桝q

についての5m1...碑 で井逮十7.那,ち㍍11子の市T･.L

tkz);浮遇の'&完甥 を文政していろ¶pfLrqT･てもろこ

とが推定され7. これらの収虫は丁肘 盟 >マイ rJ)

迎輪とftく似ていち卓･らでもろ.

*■5扮:lLD17-だ瞳に粥する基芸のiJ【生及びLI真

のr;7

今迄のサLaはiAIR z8-2lOC 免矩11淡に上る瀬だ
岨Ieもろ,舷柁宰■Jの代りに ;C'Cの水/_,五 〇そのiA

齢 こお.ナ7.蜘 ホÅコをきんf_真之ですu 3,4と用

flの苅宅をfTつたtu..点3ZtL<ヰ台村た

胡3 主l粉 乳 こ上る!駅丘の浮立且 Ⅵ,-i)

(■丑.p-jlmln.誰托叫 5Z,StnI),it資 2t32-i.

-LL･､事 .'; 三 悪長 9ル苧 弗 抄 T.i.

OZ生 れ 119 325 450 4'O /ーO ･iこ亡

ilbtiL ペコ8 33E -.O z39 ニーO IL一三

-&4 糾 tに上るiRl絹ltL71J声道五 ll,A,'l

､7t什 lにF7)T=

I, fl富美,+_砦品品菅か,,岩Jt蒜
(払lr比) り tEII (I

位 か Il l=3 コO )5

糾 打 戟 】09 Ib3 日 3 3ZO

･')13にBJJb･[=如(Tl孔 TA,i;クー呼水に溺れI:

い頼也で(土壌'.iiql.ilDV/管.三助んと燕 く,頚軌 dIL

野水を吸辞しあい汲水tJtの怒王4ではIXLEの存在に上り

浮姓性は講しく鮮少する 出現に他成分'_,況f.-した]壬
ヰの初会には出合のVJ空bTilく月われ糊 の影響は旺

ウニ芹しく1=い
夫lこ盗'JiA資力影常を見ろZ3位卿 をiBった註兼-<

長=-1m.甜 zbmm の石英甘 †榊 tl=" スクIt

:JJe を,光dL外帯より･LタB上段にて反転すら -_,･通し･=

= 講書

加iAL吹払uにiJ旺針を封入して一一一定iA硬の塞Xをiご

ろ｡三羽だ勧且!7'fJi51こ計 T｡

T{5 加iA室tJこ上ち辞退の拝だ IV-'')

tR丑 P m lmTl,池Jl特nZ)Srnm)

警莞芸毘琶 ;18C 3b｡ <3. 56･ -3一

失 血 Cl ､).9L.' =0 2フe :Zも 373

書 13 77 - =87 - =iら

htItlll- _4 - 2Z9 - は8



InJ九の機 も来談温雌が上井十,l上醐 .他が析して

辞退しにくくなる｡

rr 成 果

:) 切芯が毘に上ってある布引こii浮遊して架ろ且W

と時mJIのEiE!には憾 的に

lV-JVt-l-､') rI)

I..叶陳が存在ナろ.特性の稚 J_,コ.,イr7)拓哉と向

ほlこ考えた幼女こ¢朋県式はt'0:抜1J.･影にf=7,bLJ_/し

らべ'E見よう｡今あるIBさの毘て汗藍上如しうち取手

rJl旦蟹がf主初'&容で (●でありこれカニ脱 法伸 二捷つ

く粍鼓し,もろ汚さH=三八Lて恥 ･攻にL捕 して連生

カ:Oになろ1_Jのと考え,t:敏夫 か aL-UG年号1号を解

く,初応67拝を 1-6で (>iL一?. -Lで r-O,

又 l-Oでは ○<J<Lに放て p-(!･L<･<Lに放て

･-Oとすると e--エ -̀T(h;)'L - I

s･nlnTLI(･- 雪 上,-i･号･言 )

堺=功以下を秦現し'C

･一心亨 -封 .一三-,=L,)

･･=朋 の削 血を仙 け ろと -D(;I),コ.dL
が沌Iu丘であるから

-fd一票竿rJTL'-I E･.IILl

この式を紗 Jすると上記の甘汝式(日 と伺霞になろ｡

CilJ/,上外未読小の細 の浮外.三つ.,イrのか抗モ法m上

IJ将かれろ式と同E!のJJ:でポわしうろことを知る8

2J 鎖丑 P(又は幽 )と浮遊即 1-とのIZllには一枚lこ
up_1卜■

I..ろ鵬併式が成立つ｡元≡玖l及び.Il三一nlの粒旺分相

を持つ粉迫にlBT有の他で,l･の大きい彰胤 は軌 ･凪に

上って群易に浮遊上列 デろ,,▲は功冊 ト 26の仙女

1.1ち'▲の大きい粉也は軌 .風の時にJもく汗迎する｡従

って一般に一一の大きい劫EZnま救出tJJ=が大きいb

3) I.ェ流の温か 'l上すけ ろと粉姐は搬弘也を附してg･

遊し稚くなる｡これはiA虻上州 こ上J)御ntl子の冊電

丑が増す13対価符奴仲尾枇IT･問の捌 性が柵す こと

i,fn世子 の碓荷が穏和子に週の局T''JをDFやナ引Jl
Jr)が抜くなるZlであると考pLらLLろ. SlltOlb≠水).

1'nuer50n は ブタサン粒子のiu班を和取出 よI)管

i:現易さ遡勤 ;退勤退座に正比例することを述 べ てし

ち,勿atの牧舎も塩野が上れば触 勤 のェtJLl4'-を

増し櫛 矢の損缶を肝すがこiLは l二速の41苛性と怒

壬左[=班t軸'･もろ｡

i) 祖 中の担iEEl三浪水性の懲払D浮遊性を1しく鮮

少させろカ-L･疎永tf相 の7fTm 性にはな I)影苦はた い ｡

甥水位犯 では幼面に水分を･･畑 ナJ-.ことに上t)府屯

t51を波T_'.同睦閑 の民望に よる魯鞘の安定性を渋

い.大分下を介して甘下軸 が身ナためであろう｡

S) 具珪細 を混/p-するとも3の浮迂性は一般に裁少

すろ｡これはココイrの象鞍と尻拝にql何のrl確がB:
ろ応であろう.拝しあろ唖の缶吐i昆合柚ではII個 拓で

却って浮遊伽 ;耕 すろこともある｡これらにBt･C1工

夫頚でFF速する｡

6) 脚 に醗tJl白土,耐石,El顎 (Ti柑 現)等をifE

合するとその浮遊7生が群しく中洞され7Jと云う珊 拭

菜は次境に於て脚 爆顎を防止する13-位に行われて

いち岩8)茄布法が茨gtの浮遊を抑制すると蓋う且JtW･

らも鐘め7:石歌であることをtE毘するものでもろ｡托

宋IiLI汐の敦梨を熟琉牧にヨ点く火焔のrJL止にもろもの

とし,浮遊の都調と云う見地からは眺めていなかった

のであろ ぅ

f,1又主項矧三脚 の浮遊をのx.ろ故n王が少ないから水

洗布を行う略 ま充分の丘を洪次に淳遷させなければな

らf_い｡

7) 鞍迫の浮迄性を支鑑する田子としては軌 ヒ状店の

劫辻の社交がn幽なのではなくて,浮姓状態になった

時の ｢顔かさの柏拭性JCFちr劉 し粗さ｣が一減的

な1.,のでも71'ことを明かにした｡ AnLlre一一surlは的_
塀の浮遊伐 に放て,稚純な蜘 ;必らザLも押迫し

あいのではなくてある適懲なIEE蛇の掛が方とも浮遊安定

腔Z);大きいことを述べている｡これはその時にhJ‡も淋

413し稚い附牛が充たされるものと考えられる｡放ちWl

腔以下の†丑粉ではブタウノ起動が盛んで凝砧の細舟が

多いことからこれは悠然稚想されろ敗 である｡

第 二報 粉世 の帯 同 現象 に就 て (浮遊性 に紺 超 して)

弼毘であるが,和宏するのが開襟で現在甚だ正無とし

た短見しか称 iiLtL心 ･｡ (o
主な文教としては Z和Z,EzlOt山 tzdl,)9Z3RtldgL:,

17) rJ

1923,jAeCker皮 lk)e指dorfcr,192も,llhLtr帆n,
J■)

1927,J3i'nLng,L929.Watthllr,1939,.Yut･kollzI.Ⅰ945.

ll 挿す一世未の研究祷果

怒箆が峯免中を托 すろ時その炎面に静電荷を旬び

ろ現象は省くより知られている｡

砂詔.浪扮工唖等ではこの好守御 研 きZLて放電 1927,J3i･nLOg'L9か.Watthcr.1939,･Yut'kollj,

Lt粥も楼台'_,盃寿したホ何も荘多く=系的にも7(弊な SaltOの持氏に依る新発を+げろ都が山楽ろ｡



k.lLIsie矧 +_OI細 のh)冊lJlむ抄臨むidj3gさせた時

のJnの芯位{._/.VmL,伸fEの符軌 ま柳 生の化摩れ他 7I

に上り漣ろ布を迷べた｡そして災iAJtE荷の生成は臭艶

棚 (この稚合は現と窃tL)rZrlの凄免とJtBに拡 くもの

と考えた｡併し Rtldge氏の云H膿 柑比定と丹荘符

･!かこ溌ての-れMLこは餌外力:多く,＼恥hh.!,.FrTtZlke

氏の詳記と-1放し1=t.転もあり,下に荷電三･A鐘状

I.m血轍 .こより生でちと1=ナ考it.後lこ1htliI】g氏

のt書によりを -iせらh た.

lhtllE)8-は民約 T･(†ヒ乃!的にt=}81.也Rも含めてl

の相互pB.:上り馳 :柵 する市,そしてそtu-.

主として7土子馳 在って728がL見ろ=tiチモ席実に'Zil-

凹するものと推定した,臥313g氏の考えたヰ汁.三夫

のbくでもろ｡｢位にgtti千畑 IiZZく括合した電子

Jf'C魚 まれてJおり.従ってTl電荷をql'L.<{Lろ.苦し

許栓子と抱牧ITIP,E快 カ･恕ろと帆 刊 ま燕 しく反塗 さ

れ札 ごされろ,その時日己の電子JFを871子Z二者はjL
LlらIi花耳荷の吐穴を申7J:も｡同じ大きさの牧子がが

宍した時は互に電荷を文挟ナろのみ{･7!2tの延一山土起

ちね｡

WhlUTun氏のnI定に上itlf.取成中には常にjE.

A,及び中性世子が況8:しておb.jf負牧子の比は11

腔分相が柑缶の影菅をPは ろ叫が分った土,牧村と租

‡1は必ず符鼓を.･弟にすちか右かは決兎Z壬Ltf=かつた,

Jl yE艶の荘書と方兼

凶 7[=艶知の慨世を元:千.i)辞に輸uな入れJ泣Bt

め (lE)cmHg)のVL髄 考lr遜って浮BQtkさせ,ザ

クス甘巾をlミJnr内 通出した妓空ZIl=7571させろ.
支署AJiは1y+符でIlt三重他 Aは電虹汁に榊 ぐ
ち.このAli脚 力審iLl三 〇∝CC砧 JF であるJ

電位抑 三月FFLI弔 !タ t･フtlJ-ダー尉JLのtJ)

を連用 した,宅地 Iz*Jt･ト.Bt LO J'A･トでも

ろ｡宅†胡汁のiAz執 ._1一の}にて42htLyltのJ77を防
いだ51,也のjAl空35か tiL資 8-)'C,軌JE TS-eC

=Eの室内鮒 二伸つ[= 電位計のaLtとtgiのJJ取三
稚め三七盲しても,-..き･ら.^Jflの砂丘tをけりその時の

EGE計の壬封tを衣んてqtの7m と7;m '_,東めp..

且 ★鼓括具

ttS6 各種和 の耶

測定枯潔の穀桝をJiも に示す(茨鹿を抜く

nbや勝 也の中音Jtと77yt

(只科特別のもの 以外は 2cc皇全速の拡鮎

rJfI.翁的inZ空8- H'C.yt壁 75一 ｡■｡)

伸 也 r27AL 瓜 もL t JS

m g ヽ■沌 衿 <2cc善 く=B 二号

以上の如 く怒tIの仙 l蛸益しくrE軒不足で漣 ,I.45持 ' 32
虫 も未完攻でもl),匂tLtyaにGy勧 満つAE休も捷め
て不明EIである｡苫耕 土‡は で持ちかた浮正 也にBi:千

ろ知見を軌 .その市花性とのBE床をr･抜ろu的から匂

且机 に昭一｢ろ二.三の近臣七色を行った.

7.空丘,筆._･titLFBtb
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(lDl
､onlV山IlttJ,FrnTlke代lこ上luご｢糊'itEIは常に

負に耶 LH■l一mli･‡1分tの h̀ Ⅶ冊Ⅶ丑は大きい｣と

述べて?Jろ｡RBの】防犯まt844(紛 合丑の多い鵬

程免のGifEむ :大きいことを示して17̂ ;CIJ,Cll.

CJIi才に正に, CM,Cヽ は*J二見lこけ正すろ,間

も宙泣暮の少LI‡ii止nの1m は吟Jt糾 すろことカ･

ち,ら,この5規の&tまの和 tP_yt♯ 3の方法によtI

離 した暇 ttの大な1-4として

_8 Cl】>CIl>Cy>CHI>CI

r3g をilJ･=ーt己の帝切 蛙とは完全1二は-B Lt=い.ill

-32 t･も CH及び tl.'は浮悲しか ･先tlT'_'多 く含むこ

･H L三 1浩 二駕 とは恥 ･でもろ･これらのこと三｡TE軌 て･相 中

･5･L -王 (,喜 二三 芸誓 言誓 ･_'.誓 言;-<RcI:莞 妄言:㌫ 与禁

か 絹 【≡ ‡言主 監 志誓 :芸警 慧 {Fhe,～:-'監 禁 ≡孟誓

･､･ -:ト ･ ~}-I/1･:'.: ;..王TTL●●-''LH -

<2CL一言 [三 二芸
鵬 uは屯同社Tの取乱状況に上り可或り壁掛する

か欄 は-ti3してLろ 月dの臓 3'r RIXlge氏の一

般別と比較すると11く介はね,例えは低は金島及びそ

の冊 ヒ柚の句末は常に爪に稚芯するとそ †が着帯の托】
淀ではllIのtDもあら噂｡

このことはか巳の耶 は甘地の媒件に上りjE免何zL

の打沈Jfもれ l)うろことを'-Jl'11もの と推測される｡

RtklBC氏の云 う如くr冊fEの符既がその化啓白班と巽

によってのみr-Et7J｣ものでない耕 土y!にtE袋 7によ

り明かとなろ､

tElT 榊 のTTl屯とtl辞の影9

5哩 (榊 邦 ])の洪邸に出てⅧ 朱と帝杭 軽の地

政*_,渋0た折弛 8の鉄刀!/_,柑た｡



156 エ 兼 火 事 施 せ 杜 節 EO魯 El4枚
ことを,'T;していlJ.

任て,劫gE某の荷電を止しく把現すろfSにはiE負粒
IT･D分布状況*L渦'/Eナろ必中がもろ が.こe)lE指な.W

'1-法L._ま1こ地業されておらh｡

最古の方比では,a:Zl内で中和がFH71Lた徒の旦1(･

rl仔J_,aIってお7.ことに1_Lろ｡

GIPt粒下がが 1子弟ZEにIm Lか ･設領もこの市電

rL7)瓜兄に上り叩 Lうちであろう.

月9に武し/こけも苛の甘tと炎2に元そした浮迄蛙と

∫.跡 二は稔と他 ;見られJLいユニLlは上遺した如

く.柑 定法の不5Tに点くものであって,浮芝沃臣
(呼のqtかh '山紫れはそJLは浮進蛙と怒妾に山

していろ堺でも7J

拝し乍ら,著書の申t光三≡技によっても訂正箆の央

11組 のiR合抽てIJ_この3Z鰍 i上り窮虹に現lしろこと

二･EMl=JL･1..
tt±8こ威令宅缶旺OT,市電

苛しく正に再です,-.讃繋 Cysz-ke に,L'Iに中富

r/一帖 白土1_/iR合すろとin含故の市電はiiZ0貞操

1日に'lこすbく研臼T=t狩のrfl和5:生じていろ.507･

出合鞄では託生fL中和が行はJt苛Flは殆ど等となる.

.x 2CO暮ILL下の紺 Cll二様蛙白土を,iJiじた坤合,

IO. 渡 令 f) 仏 の 号 屯

エ
t
tt

1.<

-

竣ひは掃Tlと熊性由･E･を批じた甘分はEd10(日 及び

(I)に表す如 くtEJa445のTP一粒他校と焦りll似朗な

帯電曲投を柑た｡何れも爪に何tナ乙砂丘の出合柵で

あるがその中にはiT;市電のllT･も多少加治 まれている

でもらうことは淑止した拘りでもって弟色相 の皿今

によりa宅の輔 l他 ;望化しIJl和が上り集会に行b

LLろものとEわれる 付文EL丘に,lJ:し1=棉JLt_･浮立由

I集をr･縛つ和 束の市電はFq 10川 及び l)の曲f&

に荒す如く混合のJtあ ま馳 :メL:Jl境 で上井十･1

由良を読LHLZt蛙と粥 が完全にやわ性を柁つことが

窮かとf=つた.

TT 正合繊 の浮立特tEに放て○王ItA的考案

il台地 の浮を叫 6,枚zl挽封■ẑEl H A)Ztぴ

(B)に示す.IJi) . .Iの亀執 三宅杓の排 班1_r･探

Ltは (A)の トー†と何形にILTJ.この曲tiの玖 1_揺

品のi2台初の自由l+Jt･+一曲tiと益1こよく以てゐろ

Silt(C)は Slater に上ろmJIJJ Jt･+一曲pである｡
11

Fl Hこの曲fiは次の軸 式に従ひ仇胡的

にa叫 Lたちのであろ｡A- X2'い ,-･(･1,)th･小 小(.1--響



疋川 柑鮒 か =Jlすさ軒先 ･5,

の R EIllt^f-で司tlr=姶てr=AJ'-･".I･ニ挿ft

予三･･と (rl.)J>lとJ=吐/,,･つ̂ 虫yW の故&:_1･
でI l丘+r:晦 するLZ子力放tSとナも rrわ1が

符UJrL合うJkは -71,.ミ2でター(- )ハ絹 ti位イ何l=

のみ作用すさとそID仝4本r･f-1三Ep.イド､′さ2.月

F=J=して Eが ･T<5日-.)'=Lt'J E.｡x:<､I(卜 ′1の

三八t加えると′aほ 114ボーq(D内村ATル十-1=

首も犬となる,茄二gはiAirA-トE･ビーl=策くJTで

}り苅三現にJt患zt-jェントpe-1こ裁くLl'A･iFkq

で'も｡四 日rl )の 】.2,3恥 LOJm 'こもれわGが

･4'3'ナものl三†111式の群二項ェ- ロビーのIIm l=

悉くtので3,も｡i昆(㌻･=上川 州 ZDJ棚 恥二分 Iと.9

位L'ない吋は2'D由親の如く氾TFェン ト‖ビーの抄g

J"の由鮎 なるま;IE山> E"･12+J･1仙 叫 - ち

･'･T1-TrqのrFl)(I;伽 E5'執igrJH'ft根にとり

･Dガが oXY=Afi子伺iJrq.O斥ノJLD下丘Jより 大9

いと(A)六那-項中の如三gtが大さく,;り･l.央m:でG

の甘大と- F-<害 虫 の,B{.･･こい一一朋

V･JIlJJ三･六3いので (JL)式E;-～,l･り恥--=ql二tlとな

じI ll(( 3に･11.ナわく中火JfでL.･l三EIこ焦下す

泊還捻跡こ耽て輿へらilたこの考L',Jl1qtRl二だ絹

して見よう 今馳 ニ顎 T=頼って浮空し秒gE帯を作

っていろ,あ･-･抑 '_,E51='して考え,乙と,その票はiEti
に市電した粒子がもろ平邦を作って存在してい,･..もの

と考えうろ.そして粒子'PJ=n=FFげ ろ加 .p-ロンカ

E3んでもろとナtLif･担3㍍ をGm ･Ll'こb'tl.粁丁度刃

に棚 して考とろ事が可鑑であらう 勿暮こLuまや稚

菜をBLZl化して想定したJS合･eもろからそのJ勺添上t

JLト やRtLlエT･んf-は回位のATFく帥F3.に政文化す
I-,ことは岡持でもらうが.典故桝 Iのiit合の脚 のみ

せ他 山して卿 乙考えろ奄令にはは馳 Jt.のJS台と

河山の考類が許されろであろう｡

RLL希艶兼は虻 袋が容易でもろからJk】nh｡lLヱ

4'JFl山王寸Jt･十一は La 式で糾えられろが GLbb,の

自由lネ ･̂ヰ一にこれl=P＼-朝田ち辞qZqHJl･J=ijtし
て牧子勘定書･を肴ます･-J:bO)H.事をZz)たわはTLら

/ム 乍†皇子の苛rが含茄Eでもろとす7̂ I:叩-I,,.

p粒子の生母に点ては :<S,'T'2･-Aが/･-‥ jJ
に上ろ全エ+A･ギー.これを紛 して,

dA_- hT鞍.÷ G,2 r･

又一方だヨ巧仕事は夫の彰にt明し与る

IIA--PILV--ヰJT2rd′ tV=ヰTrl,3)

. p_⊥!皇三_.エ8.7 'rl
こLLはa牧子が罪に爽えろ好屯駁力を搬十｡そのJ3の

l)＼~nJ7(i

- ,･一驚三'÷ ×,,･J ･Y l ''占

IJ･.-rl･F･n7)lI･Lr-も全くRl控にMK言LL,1カ.ら

こJを いり.てにh]iろと

L･ 2日 ,E_千ll- ･."-,(トリX

恒 - 誓 r仙1〕+

rtTこ.J･･I+(I-･)tr･(卜 l)つ+̂ T ･(L')

とな L)(p)犬と同形J域をtUろ.従って (b)式は投

咽iN zlLt')で災し川るから (I)式とr･d13Eの推知 ;可

帖である｡qlち88ul朝比をifi令すると卿 )エソInビ

ーが村し燕扶持;)如廿 7･から加わl†ルヤーは淑少

する.この出か ン トErt-の影軌 こ批 て恕-T･nJゆ

仲花fJJ力弥増 化に上l)舟｡El山九ネルlL は成ろ地

合には小火肝絹 大を示し他の砂令には託を投とtL,-.
ことはiqの如くでも7.i

び令稚o)ノこ■の城分が持つ白山lネA.ト の和上')

も況合如)n山 エーJLr-の加 ;少い時はiu合冊 土

より安息 な邦でもって異砧GI7-の抑 性が火きいこ

とJ-'訳し･それは℡14'のq旬 を,伴ってJl句するから.
浮丑tfも付電箆も減少する｡

かくしてiJ!令載祖の汗巴及L＼市電朗 的 形状をFI山

王''-f-曲RJ5･らノ｣作的にだ辞すろことが川来ろ

1 中書ェネルギーと粉b頒鼓

恨 r':l'JらL'=鳩 LIL～- kとの市電 (2Tmg

にて +35＼りlこ放てその倍L'Eェf･A･ギーS･計井Lて兄

上1.光づ鴨 が缶nf均 一で全市iZ;芯C1,_'持つiの
と十7..

付雷が双丑にmt･qするものと考え7.と (g で

]･dTOV l･∝03EO c い 113eAtl.%LPJ許容故は

小 JC-!llll1い .i--i.り dtIO ･=-一日 - 11 で

もろから同気缶は PK＼-178- u.117の中糊 三

権-, ly とL比求む Zとす･1と りm 千の五五は

1スlC-℡gqlち lglI O25れOl亡LBの†11-を含tT故

咽 をりの宅史上は 7･12xか ■●Cき LZ 芯 岬 は ,

は 1 87uQIZ'esu であ7ほ らこの4余光よのtZ

予1日(>-r･J2.の芯舶 持つことに.･j=る.この位は発

作民ら:髄 T･に黙して列えた l･のllに払 ･｡併しよ

り臥 ･zRでより&い旺■'_,宋和すLLJi-車に大きい電荷

を特つに玉 もことは7慨 でも ろ｡9枚 は

JzLder.lJc)erSd｡rTer氏亨は砂刑 を托 Immの

鳥廿をiaL出梅 qt･qtEtlして,Tケ托手書り410.

と計鼓され1=市電宅地 を糊てしろ｡又迩常の方法で

-い coE現即 ,何てを糾えることは払弘でもろ｡

-tZ手 2̀ のt狩をもつ扮gh g の可もエホA,I

-はこのJ8分

三-一一一一'~
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である｡この可'J･>寸かギーが感丑に際し生苛 忘-辛

Ji･<-に棚 引 Lたとしても.螺故のFB･精に41劾な黙

iEFとなI)柑ないことは明白である｡支署LjaeekeT氏

の如 く一触 T･ヰ乃<のq;rlJともつとしても IgYo'L)

りouleに過ぎね,

従って荷電.三関 の和 也J._,'& 化すろ玉津に放て

化繊 丑をW <するEFT･となるけ71とも.その電三

工事Jt･ギ-の取 によってだ<JPI鮪を,啓易にすると云

う那 !は-22には存駕 Lないものと考えられ･ちら

桂宋帝官に上る仕急柑 JJ苛 舟々暫されるのは粒子一

応局の放電lこ甚 くもりではなしに.魯顎の中に空かれ

たJ2ろ埠触 :可せ托･Tの日雀に上l)式部に電荷を苗

額 して行きJL技▲二大きな'火花を生 じてそiLが-姪に放

電することはJSくものであり.この監姥で帝屯は危詮

な弘火iXLとなりはるから感泣を,IRう工機に放ては装慧

ま5分の電位及T_Y地'bL二光分iE古ナろ必盛t･ある,

蓋

いTI-Ll-RlL

放て･Xに秒睦の冊問に上る引ノ)又はIi-･))が℡打の射
出の巡動にどの私憤 の力を糾えちかを耽))と比較して

絵対しよう｡

200Cの峯講の粘腔S･711】BxZ0~lgctTl SL･t:とし

粒子の講1:連射 :SIOktd の法則′-bm rP に従う

ものとすると怒力[=上ろ帯下也 妊 )は

言 JrBg-bm ll

上b決められる｡但し粒子の比又を).巷議の 常蟹は

宝iBする】色-li;ulこ由く足袋的九 ･三タ一丁′力 のみで

あるとする(この伝77=′7-んg-Ji･>九三無aする

ことが出来るl. 荷電丘をEとLt17W湖 を8と

するとクーuン九 三l:leでこの力にヱる粒子の沌15

蓮 空 r亡は
E=古=-bTTI

より渡puられる亡ノト J.と .eを r.-p丑L<:OF'の

班 につき,そJ)糞射て三COと8.ehgm-の甘合で

荷電tカ:2<又は_lCOLf=ろ顎合につき計許すちとR

8を得ろ｡

rlCnlSl:C (渦度 SCOghが)

荷旬魚2e l∝〉′

rZCm SCC -

(恐牧 丘∝Ogml)

771珪敬2e zCOf

10-1t:nl 12 ]9x10-9 J;2x】0ーG 7Sx 10-V l9〉りO-ユ
日0メ.) (8-)2SxlO~王)̀ (もーdx'O-'cT･-)

lo~Jcm I2】り0-f I9:く】O-占 .;2XzO~3 75〉H OIA I9x zO~-I

(iJり (占-】25xO~3m ) (3-もxlOIl)

■8の井tLLには軸7･が丘力也の各鮎に配置するものと便宜したE,

'R8の計3FはFIに飴 J)にも拐7Fg的であJ)すぎろ∋即

ち粒子rFn蒲を汝妊II)決めた鉛等11世枠とは可成り摘

ろであろう｡併 し.この計31に上l). zOF'以上の粒子

ではfR力のRi守の方が非常1こ大きいと云 与軌 クーつ

ンDJ力はlan子が充分抜近した時でたければ効力盟勺で

はないであろうことは容易に推態しっろ｡近在2粒子

が クー.,ンカLeE!に凍近 してゆくF,,q77ンデルVIJV

rJ)が対数に作目Ltl子魂Z7Sが完成されるものと思わ

れろ.以上の郡上l)も粉乳宗が不安定な策であって真

滝のない9rでは旺ちに沈指して丁うことが分 るE,

揮河 埠 朗 ホ 51

凝 乾 CJl 不 iZ: 細 魚 妓 女 09

C‖l 群衆,那-与l歳三8暦 308

Cn 赤 井, 井 二左 手 首 27･i

Cl 大 ′ 沌 三 坑 iF 22'

Cl･ 25O

＼ 一 一一一････一･､ ...･.･.･.･.･.･.._-

Ⅵ 成 果

1) 粉也が背進する略冊TEする現虫が馬脚 に於で

具すG'1-割を世良におき他附しEp成した.

2) 萄4(ポのm はそのJi軒の化や班 だ･鞄齢 #･

及び取乱状況に上l)支社されろ.1m1-7･は⊥E方向に

穀粒-T.rミ見方r'-Jに帝tB丑を柵す概向があろが一着‡に

勅gC兼はiE,免炎rll性粒子J)茄合より放っていろC

3) 市電の同気tは苧額の淋 己では-柏手 2e花･7-柿

位控壁であL),たとえ抜粋が良くて反古の同和を書留
たとしてもこのェネ7L･<-1ま吐かでもI)全部熟工才

兼 良 分 qr
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ギーにだっても人した帯群とはなり1tlたいから働 (29321,一LSmokc"P62

反矧こJLW 影で㌢T-ろもので托なく,殻T'J苛の汗整性 (<) _～H llAl''t'ea5eZ. Jfou a 86,70(E939).

にBB休すると云う正鵠で考えらちべきである,併 し (S) KI]olblEIuch a.ph)SCh叩139,225(]細り

この場合にも赴-Tの剛 又はE熱さ粒7-が短く近凄 (dJ W A Ru･】gc l'hll.W･1g,LJOPdotl.25,481
した等合にのみ生ずるものであろことを計井Iこ上I) El9!3)

明かに し た⊃ (TJ) GJTLet:keT,皮 P Lk･)L･rSll｡Tler Z tlt･tlL

4) 混合相 の浮世他と市花性は極めて洗顔に誠皿 L Zl三CktZTITld 73.1･13(lq23)

ておl).Si符津に尋常する杜 (をiR合した洩合611･'] (8) V Jjl＼●hllm･,tr) l'tl)請Ttcv28,]237(]926)

の中和を生 じ釈 丑は演じ.Ii:tj:も)q少す る.これ

は粉qXの教皇を∽止すろJEの布-JJf_r指針とたる｡

5) 混合犯 の浮遊及び帝℡出軸 :自rilIIん1㌦ 助

辞と何奴的な形状を持つ郡を,TTtした,この理iBに上

ると符Siな辞だ租税のruが-5正利されろE.
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